
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

烏
え

帽
ぼ

子
し

をかぶり歯
は

をむき出
だ

しにした男
おとこ

が描
えが

かれた１枚
まい

のかわらけ。これは

『人面
じんめん

墨書
ぼくしょ

土器
ど き

』といって、岩
いわ

手
て

県
けん

平
ひら

泉
いずみ

町
ちょう

の北上
きたかみ

川
がわ

沿
ぞ

いにある柳
やなぎ

之
の

御
ご

所
しょ

遺
い

跡
せき

からみつかりました。平安
へいあん

時
じ

代
だい

（794～1185年
ねん

）の終
お

わり 12世
せい

紀
き

ごろ、およ

そ 100年
ねん

にわたって今
いま

の東北
とうほく

地
ち

方
ほう

を支
し

配
はい

した奥
おう

州
しゅう

藤原
ふじわら

氏
し

。

柳
やなぎ

之
の

御
ご

所
しょ

遺
い

跡
せき

は、現在
げんざい

まで長
なが

く続
つづ

く発掘
はっくつ

調
ちょう

査
さ

によって三代
さんだい

秀衡
ひでひら

の時
じ

代
だい

の大
おお

きな屋
や

敷
しき

跡
あと

であることがわかりました。この

遺
い

跡
せき

からは、いくつもの大
おお

きな建物
たてもの

跡
あと

とともに、井戸
い ど

跡
あと

や道
どう

路
ろ

跡
あと

、そして当
とう

時
じ

の生活
せいかつ

で使
つか

われたありとあらゆる種類
しゅるい

の道
どう

具
ぐ

がみつかりました。中
なか

でも一番
いちばん

多
おお

かったのは、素
す

焼
や

きの

土器
ど き

であるかわらけです。 
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参
さん

考
こう

『「柳
やなぎ

之
の

御所
ご し ょ

遺
い

跡
せき

」発掘
はっくつ

された北
きた

の都
みやこ

』岩
いわ

手
て

県立
けんりつ

埋蔵
まいぞう

文
ぶん

化
か

財
ざい

センター 1995年
ねん

 

『いわて未
み

来
らい

への遺
い

産
さん

 古
こ

代
だい

・中
ちゅう

世
せい

を歩
ある

く』岩
いわ

手
て

日報
にっぽう

社
しゃ

 2001年
ねん

 

『○○』○○ ○○○○年
ねん

 他
ほか

  

  

 かわらけは、宴
うたげ

や儀
ぎ

式
しき

に使
つか

われた食
た

べ物
もの

を盛
も

り付
つ

ける使
つか

い捨
す

ての器
うつわ

で、

柳
やなぎ

之
の

御
ご

所
しょ

遺
い

跡
せき

からこのかわらけが、なんと十
じゅう

数
すう

トンも出
しゅつ

土
ど

しました。その

多
おお

くは、遺
い

跡
せき

のなかでも巨
きょ

大
だい

な堀
ほり

に周
しゅう

囲
い

を守
まも

られた区
く

域
いき

から見
み

つかりました。

ここには広
ひろ

い道
どう

路
ろ

が走
はし

り、井戸
い ど

が掘
ほ

られ、塀
へい

に囲
かこ

まれた格式
かくしき

の高
たか

い建物
たてもの

がい

くつも造
つく

られていました。出
しゅつ

土
ど

した大
たい

量
りょう

のかわらけは、当
とう

時
じ

この場
ば

所
しょ

に多
おお

く

の人
ひと

が集
あつ

まり、くりかえし宴
うたげ

が催
もよお

されていたことを示
しめ

しています。同
どう

時
じ

に、

まじないや魔
ま

除
よ

けの儀
ぎ

式
しき

なども盛
さか

んに行
おこな

われていたことが他
ほか

の出
しゅつ

土
ど

品
ひん

から

も知
し

ることができます。この人面
じんめん

墨
ぼく

書
しょ

土器
ど き

もふつうのかわらけではなく、邪
じゃ

気
き

を払
はら

うなどのまじないを行
おこな

って井
い

戸
ど

などに捨
す

てたとみられています。 

宴
うたげ

やさまざまな儀
ぎ

式
しき

が幾
いく

度
ど

も行
おこな

われた柳
やなぎ

之
の

御
ご

所
しょ

遺
い

跡
せき

の堀
ほり

の中
なか

の空間
くうかん

は、

都
と

市
し

平
ひら

泉
いずみ

の中
なか

でも最
もっと

も重
じゅう

要
よう

な場
ば

所
しょ

であり、藤
ふじ

原
わら

氏
し

が政
せい

治
じ

をおこなった『平
ひら

泉
いずみの

館
たち

』であると考
かんが

えられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モッちゃん 

 来
らい

月
げつ

（10月
がつ

）の 

けんぱくものしりシートは 

民
みん

俗
ぞく

－17 だよ！ 

おたのしみに！ 

 

〒020-0102 岩手県盛岡市上田字松屋敷34 

Tel. 019-661-2831 Fax. 019-665-1214 

http://www2.pref.iwate.jp/~hp0910/ 
 

※「けんぱくものしりシート」の内容
ないよう

は発
はっ

行
こう

当
とう

時
じ

のものです。最
さい

新
しん

情
じょう

報
ほう

ではございませんので、あらかじめご了
りょう

承
しょう

ください。 

 平安
へいあん

時
じ

代
だい

の人
ひと

びとは、天災
てんさい

や病
びょう

気
き

を恐
おそ

 

れてまじないを行
おこな

いました。写
しゃ

真
しん

のよう 

な形代
かたしろ

をはじめ、遺
い

跡
せき

からはまじないや 

お祓
はら

いに使
つか

われたものが多
おお

く見
み

つかって 

います。これらの形代
かたしろ

は木
き

でつくられて 

いて、人
ひと

や鳥
とり

などをかたどっていますが、これで体
からだ

をなでて、けがれや病
やまい

を

はらいました。 


